
栽培のしおり
【キャベツ（アブラナ科）】
地中海沿岸のアブラナ科の野菜で、ヨーロッパでは古くから食べられています。
変種や改良種が多くカリフラワーや葉ボタン等もキャベツの仲間です。
葉菜類の中では需要が多く是非とも家庭菜園に加えたい野菜です。
栽培時期
種まき　４月中旬から５月中旬・７月・１０月の年に３回種まきできます。
栽培のポイント
種のまく時期を厳守する。良い苗を選ぶ。連作をさける。
品　種



秋徳　・　おきな　・　豊光
土壌酸性度
やや強い（ph5.5～6.0）
連作障害
有（１～２年）
元　肥（１米当たり）
堆肥　2kg 苦土石灰　100g 化成肥料　100g
種まき・間引き
箱まき　　箱に土を入れ、５～６センチおきにすじまき
間引き　　発芽したら２センチ間隔に間引く
発芽日数

移　植
本葉２枚で直径９～１１センチのポットへ鉢上げする。
定　植
畝幅　　６０～７０センチ　　株間　４０～５０センチ
定植　　本葉５～６枚の苗を定植。定植後は十分に水をやる。
追　肥（１米当たり）
秋まきは元肥が効いていれば年内の追肥は控えて、翌春の３月上旬と下旬に２回、化成肥料を50g施す。
収　穫
４月まき＝８月＝９月　　７月＝１０月～１２月　　１０月＝５月
結球して、球がかたくしまったものから、早めに収穫する。
春どりは収穫が遅れると、球が割れるので注意が必要。結球していても、先がとがり収穫すると軽いのは、
球の中にとうが出ています。だからしばらくすると割れるのです。
栽培実績
品　種（さささささ）
土作り（Ａ－２区画）
　　　2008/9/24　苦土石灰
　　　9/28　配合肥料
植付（Ａ－２区画）
　　　9/28　植付
収穫（Ａ－２区画）
　　　3/25　収穫
収穫（C－1区画）
　　　2008/05/08　収穫


